
Ⅰ はじめに
近年、社会の変化に伴い看護職に求められる役割は

拡大し、求められる看護の質も高くなっている。また、

後期高齢者が急増する2025年に向けて看護職の需要が

増大し、看護師等学校養成所の数も年々増加している。

1992年6月に公布された「看護師等の人材確保の促進に

関する法律」を契機として看護系大学が急激に増加した

が、現行の看護師養成の2/3は、3年課程の看護師養成所

（以下、看護専門学校とする）で行われている(日本看護

協会,2017b)。

2010年2月に報告された「今後の看護教員のあり方に

関する検討会報告書」において、看護基礎教育を充実さ

せるために看護教員の質の向上が課題とされた。さら

に、看護教員には看護実践能力と教育実践能力が求めら

れ、両方の能力のバランスが重要とされた。看護専門学

校の看護教員の要件は、3年ないし5年以上の実務経験

と、看護教員養成講習会等の看護教員として必要な研修

を修了することである(厚生労働省医政局,2015)。看護

実践能力については、看護教員の要件で中堅以上の実務

経験が求められていることから、一定以上のレベルを有

していると考えられる。しかし、教育実践能力について

は、研修を修了するだけでは能力の獲得は不十分だと考

えられる。また、研修修了の有無にかかわらず「入職後

すぐに一人前の教員としての実践が求められる」という

現状が指摘(厚生労働省,2010)されている。つまり、教

育実践能力については、実務として教育実践を行いなが

ら、その能力を獲得・向上していく必要がある。

「職業経験を通して、職業能力を蓄積していく過

程」をキャリアと捉えると(厚生労働省職業能力開発

局,2002)、看護教員の教育実践能力は、看護教員が職業

経験を重ねることで向上し、看護教員としてキャリアが

形成されていくと考えらえる。看護師のキャリアについ

ては1990年代より「看護教育の高等化や専門性の深化，

医療の高度化等を背景」(小海ら,2007)に多くの研究が

行われ、その成果が看護師の継続教育に活かされるよう

になっている。その一方、看護教員のキャリアに関する

研究は十分ではない。

そこで、本研究では、看護専門学校の看護教員のキャ

リアに関して、日本国内の文献において明らかにされて

いることを整理し、今後の研究への示唆を得ることを目

的とする。

Ⅱ 研究方法
1．文献検索

医学看護学文献情報データベースである医学中央雑誌

web版ver.5を用い、「看護教員」と「キャリア」をキーワー

ドとして平成30年4月7日に文献検索を行った結果、76

件が該当した。タイトルや抄録の内容から判断し、看護

専門学校の看護教員以外を対象とした文献、キャリア以

外に関する内容の文献32件を除外した。さらに、会議

録、解説、特集の種類の文献33件を除外し、その結果11

件が抽出された。それらの文献を精読し、看護専門学校

の看護教員のキャリアに関する7件を分析対象とした。

さらに、引用文献リストからハンドサーチを行い、上記

と同様の方法で精選し、14件の文献を追加した。最終的

に、21件を分析対象文献とした。

2．分析方法

まず対象文献の著者名、発表年、タイトル、掲載誌名、

研究目的、研究方法、研究対象者、主な研究結果につい

て整理した。次に、各文献において、看護専門学校の看

護教員のキャリアに関した内容に注目して類似している

ものを分類し、内容を表すテーマを見出した。その後、

テーマごとに文献で明らかにされていることをとり出し

た。

Ⅲ 結果
1．文献の概要

発行年は21件中、1989 ～ 1999年が5件、2000 ～ 2010

年が7件、2011 ～ 2017年が9件であった。

研究方法は、質的研究のみが9件、量的研究のみが9

件、質的・量的研究の組み合わせが2件、文献検討が1

件であった。年代別にみると、1999年以前は5件中4件

（80％）が量的研究のみであった。2000年以降は、16件中

9件（56％）が質的研究のみであった。また、質的研究の

手法としては、内容分析（カテゴリ化も含む）が5件、修
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正版グラウンデッド・セオリー・アプローチが2件、看

護概念創出法が1件、語りを自己物語と捉え解釈を加え

意味を読み解く方法が1件であった。

2．看護専門学校の看護教員のキャリアについて

各文献について、看護専門学校の看護教員のキャリア

に関して焦点を当てている内容に注目し類似している

ものを分類した結果、6つのテーマが見出された。以下、

テーマごとに、文献で明らかにされていることを述べ

る。なお、主な研究結果以外の文献の概要を表に示す。

1）臨床看護師から看護教員への移行段階の経験（表1）

看護専門学校の看護教員の要件の一つとして看護教員

養成講習会(以下、講習会とする)の修了がある。講習

会受講者には臨床看護師だけでなく、看護教員としての

勤務経験を有している者が約20 ～ 30％前後含まれてい

た(鈴木ら,2000：箕浦ら,1996)。講習会の受講動機は、

臨床からの派遣が多かった講習会では「看護に関して幅

広い知識や学習の機会」を得ることであったが、看護学

校からの派遣が多かった講習会では「看護教育の専門的

知識や方法論」を学ぶことであった。また、講習会修了

直後の勤務先として、教育機関は約50％であり、約45％

は臨床現場であった(箕浦ら,1996)。

講習会の意義を受講者がどのように捉えているかは、

受講者の感想文や語りから示されていた(鈴木ら,2000：

山田,2011)。その内容は、看護教員のキャリアの初期的

教育の意義だけでなく、看護専門職としての成長を支え

る継続教育的意義、教員としての自己の尊厳を発現する

教育的意義であった。

看護師から看護教員への移行段階の経験として他に、

看護教員の人材確保のために行われている看護教員イ

ンターンシップがあった。その参加者が述べた看護教員

インターンシップの意味は「学生の捉え方が変わる、学

生個々に応じた多様な教育技法を知る、看護教員の仕

事をイメージする、看護教員としての自分を見据える、

自分を客観視して自己の役割に活かす」であった(藪田

ら,2015)。

2）新人看護教員の経験（表2）

新人看護教員（以下、新人教員とする）は、看護教員と

いう役割を遂行していくなかで、【看護教育の模索】、【看

護教員としての存在意識の確認】、【自分が教育すること

への戸惑い】、【自己と向き合う】といったストレスを感

じていた(佐藤,2009)。また、実習指導のなかでは、「実

習環境の調整、学生の個性にあわせた指導、看護過程の

展開方法、実習態度への指導」についてストレスを感じ

ていた(大場,2006)。

新人教員のストレスを成長へと結び付けることに影

響を与えた要因は、組織全体や教務主任、先輩教員、看

護教員経験のある新人教員仲間など、他者からの支援で

あった。しかしそれだけではなく、自分で学びを増やし

ていくことも、ストレスを成長へと結びつけていた(佐

藤,2009)。畠中ら(2016)は、新人教員が教務主任や先

輩教員から受けていた支援をメンタリングの視点で検

討し、その結果、新人教員が受けたメンタリングとして

「【教員の仕事に早く慣れるように環境を整えてくれる】

【自分のことのように親身になってくれる】【いつも受け

入れてくれる】【教員としての心構えを教えてくれる】【教
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データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

藪田ら 

(2015) 

看護教員インターンシッ

プに参加することの意味 

中国四国地区国

立病院附属看護

学校紀要 

看護教員インターンシップに参加し

た体験が、参加者自身にどのように影

響し、日頃のケアや指導に活用されて

いるかを明らかにする 

質的／自記式質問紙踏

査／内容分析 

看護教員インターンシップ

参加者（看護師、専任実習指

導者、教員、その他）／17名 

山田 

(2011) 

「看護教員としての自

己」の様相に見る看護教

員養成講習会の教育的意

義－看護教員養成講習会

の学習経験の語りから

（第1報）－ 

日本看護研究学

会雑誌 

講習会での学習経験の語りに表れて

くる「看護教員としての自己」の特

徴を明らかにし、それをもとに講習

会の教育的意義を検討する 

質的／半構造的面接／

語りを自己物語と捉

え、解釈を加え、その

意味を読み解く方法 

過去に看護教員養成講習会

を受講し、現在も看護学校に

おいて看護教員として就業

している者／15名 

鈴木ら 

(2000) 

職業的発達から見た看護

婦学校看護教員養成講習

会の意義－受講者の感想

文の内容分析より－ 

千葉大学看護学

部紀要 

職業的発達から見た臨床看護職者に

とっての意義を明らかにする 

質的／感想文／ベレル

ソンの内容分析 

千葉大学看護学部附属看護

実践研究指導センターで実

施されている看護婦学校看

護教員講習会を受講した看

護職者／40名 

箕浦ら 

(1996) 

看護教員養成課程卒業生

の就業状況および継続学

習の実態－神奈川県立看

護教育大学校 看護教員

養成課程卒業生と東京都

立医療技術短期大学教員

養成講座修了生の比較か

ら－ 

神奈川県立看護

大学校紀要 

卒業生の活動の実態と継続学習状況

について、大学校の特徴を明らかに

し、より具体的な教育内容考察の資料

とする 

量的／質問紙調査／記

述統計 

神奈川県立看護教育大学校 

看護教員養成課程卒業生と、

東京都立医療技術短期大学
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(2016) 

看護専門学校における
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リングの体験に関する

研究 

キャリアと看

護 

新人看護教員のメンタリングの体験

を明らかにする 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

看護専門学校3年課程に勤

務し、教員経験年数が3年

未満の看護教員／10名 

平野ら 

(2010) 

看護教員の職能成長に

及ぼす要因の認識 モ

デルとなった看護教員

の特性 

三重看護学誌 

看護師養成所の看護教員が新人看護

教員の時に、自己の職能成長に影響

を受けた看護教員の特性を明らかに

する 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

看護師養成所（3年課程）に

おける看護教員 

／10名 
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(2009) 
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行によるストレスを成

長へと結びつけること

に影響を与えた要因 

神奈川県立保

健福祉大学実

践教育センタ

ー 看護教育研

究集録 

新人看護教員が役割遂行する課程で

どのようなことをストレスと捉え、

そのストレスを成長へと結び付ける

ことに影響を与えた具体的要因は何

かを明らかにし、その過程における

具体的な支援の示唆を得る 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

講習会修了後、看護専門学

校に勤務した2年目の看護

教員で、【看護師から看護教

員への移行に伴う混乱】か

ら【看護観・教育観の整理】

へと成長したと教務主任が

判断した者／4名 
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における自己評価と振
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る自己評価、および困難を感じた事

実、それらの判断と行動を分析し、

新人看護教員の自己教育力向上への

プロセスを検討する 

質的・量的／半構成

的面接・自己評価表

／関連している内容

を項目分類・記述統

計 

神奈川県内の看護専門学校

に勤務している新人看護教

員／4名 
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神奈川県立保

健福祉大学実

践教育センタ

ー 看護教育研

究集録 

新人看護教員が役割遂行する課程で

どのようなことをストレスと捉え、

そのストレスを成長へと結び付ける

ことに影響を与えた具体的要因は何

かを明らかにし、その過程における

具体的な支援の示唆を得る 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

講習会修了後、看護専門学

校に勤務した2年目の看護

教員で、【看護師から看護教

員への移行に伴う混乱】か

ら【看護観・教育観の整理】

へと成長したと教務主任が

判断した者／4名 

大場 

(2006) 

新人看護教員の自己教

育力の検討 実習指導

における自己評価と振

り返りを分析して 

神奈川県立保

健福祉大学実

践教育センタ

ー 看護教育研

究集録 

新人看護教員の実習教授活動におけ

る自己評価、および困難を感じた事

実、それらの判断と行動を分析し、

新人看護教員の自己教育力向上への

プロセスを検討する 

質的・量的／半構成

的面接・自己評価表

／関連している内容

を項目分類・記述統

計 

神奈川県内の看護専門学校

に勤務している新人看護教

員／4名 

 

  

表 1　臨床看護師から看護教員への移行段階の経験

－ 2－

看護専門学校の看護教員のキャリアに関する文献検討



表1-1 文献一覧 

1）臨床看護師から看護教員への移行段階の経験 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

藪田ら 

(2015) 

看護教員インターンシッ

プに参加することの意味 

中国四国地区国

立病院附属看護

学校紀要 

看護教員インターンシップに参加し

た体験が、参加者自身にどのように影

響し、日頃のケアや指導に活用されて

いるかを明らかにする 

質的／自記式質問紙踏

査／内容分析 

看護教員インターンシップ

参加者（看護師、専任実習指

導者、教員、その他）／17名 

山田 

(2011) 

「看護教員としての自

己」の様相に見る看護教

員養成講習会の教育的意

義－看護教員養成講習会

の学習経験の語りから

（第1報）－ 

日本看護研究学

会雑誌 

講習会での学習経験の語りに表れて

くる「看護教員としての自己」の特

徴を明らかにし、それをもとに講習

会の教育的意義を検討する 

質的／半構造的面接／

語りを自己物語と捉

え、解釈を加え、その

意味を読み解く方法 

過去に看護教員養成講習会

を受講し、現在も看護学校に

おいて看護教員として就業

している者／15名 

鈴木ら 

(2000) 

職業的発達から見た看護

婦学校看護教員養成講習

会の意義－受講者の感想

文の内容分析より－ 

千葉大学看護学

部紀要 

職業的発達から見た臨床看護職者に

とっての意義を明らかにする 

質的／感想文／ベレル

ソンの内容分析 

千葉大学看護学部附属看護

実践研究指導センターで実

施されている看護婦学校看

護教員講習会を受講した看

護職者／40名 

箕浦ら 

(1996) 

看護教員養成課程卒業生

の就業状況および継続学

習の実態－神奈川県立看

護教育大学校 看護教員

養成課程卒業生と東京都

立医療技術短期大学教員

養成講座修了生の比較か

ら－ 

神奈川県立看護

大学校紀要 

卒業生の活動の実態と継続学習状況

について、大学校の特徴を明らかに

し、より具体的な教育内容考察の資料

とする 

量的／質問紙調査／記

述統計 

神奈川県立看護教育大学校 

看護教員養成課程卒業生と、

東京都立医療技術短期大学

教員養成講座修了者／603名 

2）新人看護教員の経験 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

畠中ら 

(2016) 

看護専門学校における

新人看護教員のメンタ

リングの体験に関する

研究 

キャリアと看

護 

新人看護教員のメンタリングの体験

を明らかにする 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

看護専門学校3年課程に勤

務し、教員経験年数が3年

未満の看護教員／10名 

平野ら 

(2010) 

看護教員の職能成長に

及ぼす要因の認識 モ

デルとなった看護教員

の特性 

三重看護学誌 

看護師養成所の看護教員が新人看護

教員の時に、自己の職能成長に影響

を受けた看護教員の特性を明らかに

する 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

看護師養成所（3年課程）に

おける看護教員 

／10名 

佐藤 

(2009) 

新人看護教員の役割遂

行によるストレスを成

長へと結びつけること

に影響を与えた要因 

神奈川県立保

健福祉大学実

践教育センタ

ー 看護教育研

究集録 

新人看護教員が役割遂行する課程で

どのようなことをストレスと捉え、

そのストレスを成長へと結び付ける

ことに影響を与えた具体的要因は何

かを明らかにし、その過程における

具体的な支援の示唆を得る 

質的／半構成的面接

／カテゴリ化 

講習会修了後、看護専門学

校に勤務した2年目の看護

教員で、【看護師から看護教

員への移行に伴う混乱】か

ら【看護観・教育観の整理】

へと成長したと教務主任が

判断した者／4名 

大場 
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新人看護教員の自己教

育力の検討 実習指導
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新人看護教員の実習教授活動におけ

る自己評価、および困難を感じた事

実、それらの判断と行動を分析し、

新人看護教員の自己教育力向上への

プロセスを検討する 

質的・量的／半構成

的面接・自己評価表

／関連している内容

を項目分類・記述統

計 

神奈川県内の看護専門学校

に勤務している新人看護教

員／4名 
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員としての自信をつけてくれる】の5つのカテゴリー」

を抽出していた。

また、看護専門学校の看護教員が、新人教員の時期に

自己の職能成長に影響を受けた看護教員の学生との関

係における特性は、学生を中心としたアプローチであっ

た。さらに、モデルとなった看護教員自身の特性として、

「人格の重視、仕事に対する姿勢、周囲への影響力、論理

的思考の基盤」があった(平野ら,2010)。

3）看護教員のストレス、バーンアウト（表3）

看護専門学校の看護教員の「教員経験年数と専任教員

要件はストレス因子の『多忙』に、ソーシャルサポート

はストレス因子の『職場環境』『教員資質』『研究資源』に

負の関係性」があった(原田ら,2012)。さらに、ストレ

スの要因には、学生指導の困難感や、教員役割に対して

の自信低下、教員業務の遂行困難、人的サポート不足が

あった(大山,2012)。

また、稲岡ら(1994)の調査研究によるバーンアウト

率は、看護専門学校・短期大学・大学の看護教員は平均

で10.9％、看護師は31.7％、中学校教員は41.2％であっ

た。看護教員の中では、大学の看護教員が最も低く6.2％

であったのに対し、看護専門学校の看護教員は16.3％と

バーンアウト率は高かった。そして、バーンアウトに関

与している要因として、基本的生活習慣や態度・行動の

育成を看護教育のなかで重視し実践していることや、教

育以外の仕事が多いこと、教育実践上での問題を感じて

いること、問題に対して消極的な解決法をとることがあ

げられていた。さらに、原田ら(2012)は、ストレス因子

の「多忙」はバーンアウト尺度の「情緒的消耗感」に、有

意に正の関係性があることを示していた。

表1－2 文献一覧（つづき） 

3）看護教員のストレス、バーンアウト 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

原田ら 

(2012) 

看護師養成所における

看護教員のストレスと

ソーシャルサポート及

びバーンアウトの関係

性 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の教員経験年数とストレ

ス、ソーシャルサポート及びバーン

アウトの関係、加えて専任教員の要

件及びソーシャルサポートとストレ

スの関係を明らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推計調査 

中国地方の看護師養成所に

勤務する管理職を除いた看

護教員／203名 

大山 

(2012) 

看護専門学校教員の職

業性ストレスとバーン

アウトの関連 

日本看護福祉

学会誌 

看護教員に特化したストレスとバー

ンアウトに関する調査を行い、スト

レス因子とバーンアウトの関連を明

らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

大阪府下にある看護専門学

校の看護教員 

／101名 

稲岡ら 

(1994) 

看護教員の BURNOUT と

BURNOUTに関与する心理

社会的･教育的要因-看

護専門学校・看護短期大

学･看護系大学教員との

比較をとおして- 

日本看護学会

誌 

看護教員の BURNOUT の実態と

BURNOUT に関与していると思われる

心理社会的・教育的要因を明らかに

する 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

全国の看護専門学校と短期

大学、4 年制看護系大学の

看護教員／1,643名 

4）看護教員の職業意識 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

草柳 

(2014) 

看護専門学校に働く看

護教員のキャリアに影

響する要因―外的・内的

キャリアと就業継続意

思との関連性― 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の教員の外的キャリア

および内的キャリアが、教員として

の就業継続意思にどのような影響を

及ぼしているのかを明らかにする 

量的／調査用紙／推

測統計 

「2007年版看護学校名簿」

より無作為抽出した 51 校

に勤務する看護教員と、イ

ンターネットで募集した看

護学校教員／285名 

草柳 

(2011) 

看護専門学校教員のキ

ャリア形成に関する文

献検討 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の看護教員の現状から

みた、看護教員の質、キャリア形成、

キャリア支援について、既存の文献

から検討し、筆者の見解を述べる 

文献検討  

石田ら 

(2003) 

看護教員の職業アイデ

ンティティに関連する

要因 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の職業アイデンティティに

関連する要因を性別･年齢･教員経験

年数･継続意思･役割モデル等、教員

の背景に焦点をあてて明らかにする 

量的／質問紙調査／

推測統計 

1998年版の看護学校名簿、

1999 年度版の看護系大学

教員名簿で男性教員が勤務

している看護師養成女学校

の看護教員で男女比 1対 3

の割合で調査依頼／327名 

濱田ら 

(1994) 

看護教員の職務意識に

影響する就職後の再教

育 

日本赤十字看

護大学紀要 

看護教員就任後に受け直した学校教

育によって「看護教員の職務」に重

要な影響をもたらしているのではな

いかという仮説のもとに分析を試

み、再教育の意義をとらえる 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護短期大学、看護

専門学校の看護教員／

1,563名 

濱田ら 

(1989) 

看護系各教育機関にお

ける看護教員の属性と

職務意識についての調

査研究－4年制大学・短

期大学・専門学校間の比

較分析を中心に－ 

日本赤十字看

護大学紀要 

4年制看護大学・看護短期大学・看護

専門学校の間で、それぞれの教員が

勤務する看護教育機関の相違から生

ずる問題点を明らかにする 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護系大学、看護短

期大学、看護専門学校の看

護教員／1,643名 
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4）看護教員の職業意識（表4）

看護専門学校の看護教員が、看護教員となった動機・

契機は人事異動や上司の薦め・命令など他律的なものが

多かった(草柳,2014：濱田ら,1989)。看護専門学校の

看護教員の職務上の意識の特色としては、「看護教育観

が多様に分散しており、とりわけ学生の量や質、学生と

の関係などに対して悩みをもつ者が多く、その解決も自

分自身で見出し難いという状態」が指摘されていた(濱

田ら,1989)。

草柳(2011)は、看護教員のキャリアについて文献検討

し自己の見解として、看護教員は「一定の期間を保健医療

施設の現場を離れ教員として働いても、再び臨床看護師

としてのキャリアを積むことができるという特徴がある。

このことから『看護教員は看護師としてのキャリア形成

の一部である』と捉えることができる」と述べていた。

次に、看看護専門学校の看護教員の職業継続意思があ

る者は、対象者全体の30.1％ (草柳,2014)、52.6％ (石

田ら,2003)であった。職業継続意思には、年齢や性別、

職位、経験年数などの外的キャリアよりも、コミットメ

ントの対象や職業アイデンティティ、看護実践力認知な

どの内的キャリアが影響しており、教員に対してコミッ

トメントを有する者、看護実践能力の低下や不十分さの

自覚をしている者は職業継続意思が有意に高かった(草

柳,2014)。さらに、職業継続意思がある者はない者に比

べて、看護教員職業アイデンティティ尺度の得点が有意

に高く(石田ら,2003)、一方、看護師へのコミットメン

トが高い場合は、教員アイデンティティが形成されにく

いことが示唆されていた(草柳,2014)。

また、濱田ら(1994)の調査結果では、看護教員就任後

に大学教育を受けた者は、短期大学の看護教員が32.7％

であったのに対し、看護専門学校の看護教員は14.0％で

あった。また、看護教員就任後に大学教育を受けた者は、

受けていない者より、日頃の教育意欲・活動状態などに

おいて意欲的、積極的で、看護教育実践上の問題点に対

し自主的に研究会へ参加したり、社会的な諸関係を利用

したりして問題解決策を見出していた。

表1－2 文献一覧（つづき） 

3）看護教員のストレス、バーンアウト 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

原田ら 

(2012) 

看護師養成所における

看護教員のストレスと

ソーシャルサポート及

びバーンアウトの関係

性 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の教員経験年数とストレ

ス、ソーシャルサポート及びバーン

アウトの関係、加えて専任教員の要

件及びソーシャルサポートとストレ

スの関係を明らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推計調査 

中国地方の看護師養成所に

勤務する管理職を除いた看

護教員／203名 

大山 

(2012) 

看護専門学校教員の職

業性ストレスとバーン

アウトの関連 

日本看護福祉

学会誌 

看護教員に特化したストレスとバー

ンアウトに関する調査を行い、スト

レス因子とバーンアウトの関連を明

らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

大阪府下にある看護専門学

校の看護教員 

／101名 

稲岡ら 

(1994) 

看護教員の BURNOUT と

BURNOUTに関与する心理

社会的･教育的要因-看

護専門学校・看護短期大

学･看護系大学教員との

比較をとおして- 

日本看護学会

誌 

看護教員の BURNOUT の実態と

BURNOUT に関与していると思われる

心理社会的・教育的要因を明らかに

する 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

全国の看護専門学校と短期

大学、4 年制看護系大学の

看護教員／1,643名 

4）看護教員の職業意識 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

草柳 

(2014) 

看護専門学校に働く看

護教員のキャリアに影

響する要因―外的・内的

キャリアと就業継続意

思との関連性― 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の教員の外的キャリア

および内的キャリアが、教員として

の就業継続意思にどのような影響を

及ぼしているのかを明らかにする 

量的／調査用紙／推

測統計 

「2007年版看護学校名簿」

より無作為抽出した 51 校

に勤務する看護教員と、イ

ンターネットで募集した看

護学校教員／285名 

草柳 

(2011) 

看護専門学校教員のキ

ャリア形成に関する文

献検討 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の看護教員の現状から

みた、看護教員の質、キャリア形成、

キャリア支援について、既存の文献

から検討し、筆者の見解を述べる 

文献検討  

石田ら 

(2003) 

看護教員の職業アイデ

ンティティに関連する

要因 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の職業アイデンティティに

関連する要因を性別･年齢･教員経験

年数･継続意思･役割モデル等、教員

の背景に焦点をあてて明らかにする 

量的／質問紙調査／

推測統計 

1998年版の看護学校名簿、

1999 年度版の看護系大学

教員名簿で男性教員が勤務

している看護師養成女学校

の看護教員で男女比 1対 3

の割合で調査依頼／327名 

濱田ら 

(1994) 

看護教員の職務意識に

影響する就職後の再教

育 

日本赤十字看

護大学紀要 

看護教員就任後に受け直した学校教

育によって「看護教員の職務」に重

要な影響をもたらしているのではな

いかという仮説のもとに分析を試

み、再教育の意義をとらえる 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護短期大学、看護

専門学校の看護教員／

1,563名 

濱田ら 

(1989) 

看護系各教育機関にお

ける看護教員の属性と

職務意識についての調

査研究－4年制大学・短

期大学・専門学校間の比

較分析を中心に－ 

日本赤十字看

護大学紀要 

4年制看護大学・看護短期大学・看護

専門学校の間で、それぞれの教員が

勤務する看護教育機関の相違から生

ずる問題点を明らかにする 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護系大学、看護短

期大学、看護専門学校の看

護教員／1,643名 
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5）看護教員の力量、能力（表5）

看護教員の力量形成に影響を与える要因は、教員経験

年数が長いこと、専任教員より教務主任であること、講

習会受講の経験があること、進学希望があることであっ

た(大津ら,2006)。また、能力・資質形成の契機として

看護教員が認識しているのは、『学校外での研究活動』

『教育実践上の経験』『学校内のすぐれた人物』などであっ

た(江崎,1998)。

田中ら(2016)は、熟達看護教員の力量形成過程を明

らかにしていた。その内容は、「熟達看護教員は、【新人：

逆境に遭遇し内省する】経験を積み重ね、学びの共同体

の中で【一人前・中堅：協働し学びつづける】ことを通

して【熟達：役割を自覚し自身がモデルを示す】在り方

へと力量を形成していた。それらはらせん状を描きなが

ら《力量形成過程》を示しており、【学生に伴走する】、【臨

床の知の獲得】、【新しい知識の構築】という《教授活動

の実際》につながっていた。その経験の根底には【自己

の看護教育観を見つめ直す】、【キャリアを描き続ける】

という《力量形成の基盤》が存在していた」ということで

あった。

表1－2 文献一覧（つづき） 

3）看護教員のストレス、バーンアウト 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

原田ら 

(2012) 

看護師養成所における

看護教員のストレスと

ソーシャルサポート及

びバーンアウトの関係

性 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の教員経験年数とストレ

ス、ソーシャルサポート及びバーン

アウトの関係、加えて専任教員の要

件及びソーシャルサポートとストレ

スの関係を明らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推計調査 

中国地方の看護師養成所に

勤務する管理職を除いた看

護教員／203名 

大山 

(2012) 

看護専門学校教員の職

業性ストレスとバーン

アウトの関連 

日本看護福祉

学会誌 

看護教員に特化したストレスとバー

ンアウトに関する調査を行い、スト

レス因子とバーンアウトの関連を明

らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

大阪府下にある看護専門学

校の看護教員 

／101名 

稲岡ら 

(1994) 

看護教員の BURNOUT と

BURNOUTに関与する心理

社会的･教育的要因-看

護専門学校・看護短期大

学･看護系大学教員との

比較をとおして- 

日本看護学会

誌 

看護教員の BURNOUT の実態と

BURNOUT に関与していると思われる

心理社会的・教育的要因を明らかに

する 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

全国の看護専門学校と短期

大学、4 年制看護系大学の

看護教員／1,643名 

4）看護教員の職業意識 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

草柳 

(2014) 

看護専門学校に働く看

護教員のキャリアに影

響する要因―外的・内的

キャリアと就業継続意

思との関連性― 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の教員の外的キャリア

および内的キャリアが、教員として

の就業継続意思にどのような影響を

及ぼしているのかを明らかにする 

量的／調査用紙／推

測統計 

「2007年版看護学校名簿」

より無作為抽出した 51 校

に勤務する看護教員と、イ

ンターネットで募集した看

護学校教員／285名 

草柳 

(2011) 

看護専門学校教員のキ

ャリア形成に関する文

献検討 

東京女子医科

大学看護学会

誌 

看護専門学校の看護教員の現状から

みた、看護教員の質、キャリア形成、

キャリア支援について、既存の文献

から検討し、筆者の見解を述べる 

文献検討  

石田ら 

(2003) 

看護教員の職業アイデ

ンティティに関連する

要因 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の職業アイデンティティに

関連する要因を性別･年齢･教員経験

年数･継続意思･役割モデル等、教員

の背景に焦点をあてて明らかにする 

量的／質問紙調査／

推測統計 

1998年版の看護学校名簿、

1999 年度版の看護系大学

教員名簿で男性教員が勤務

している看護師養成女学校

の看護教員で男女比 1対 3

の割合で調査依頼／327名 

濱田ら 

(1994) 

看護教員の職務意識に

影響する就職後の再教

育 

日本赤十字看

護大学紀要 

看護教員就任後に受け直した学校教

育によって「看護教員の職務」に重

要な影響をもたらしているのではな

いかという仮説のもとに分析を試

み、再教育の意義をとらえる 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護短期大学、看護

専門学校の看護教員／

1,563名 

濱田ら 

(1989) 

看護系各教育機関にお

ける看護教員の属性と

職務意識についての調

査研究－4年制大学・短

期大学・専門学校間の比

較分析を中心に－ 

日本赤十字看

護大学紀要 

4年制看護大学・看護短期大学・看護

専門学校の間で、それぞれの教員が

勤務する看護教育機関の相違から生

ずる問題点を明らかにする 

量的／自記式アンケ

ート調査／推測統計 

全国の看護系大学、看護短

期大学、看護専門学校の看

護教員／1,643名 

 

  

表1-3 文献一覧（つづき） 

5）看護教員の力量、能力 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

田中 

(2016) 

経験の語りにみる熟達

看護教員の力量形成過

程 

日本看護学教

育学会誌 

熟達看護教員はどのような経験を重

ね、どのように自らの教員としての

力量形成をしているのか、その過程

を明らかにする 

質的／半構成的面接

／修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプ

ローチ 

看護系大学、短期大学、看

護専門学校、5 年一貫看護

師養成課程の熟達看護教員

（面接時の教員経験が 10

年以上の者）／11名 

大津ら 

(2006) 

看護教員の力量形成に

影響を与える要因分析 

日本看護医療

学会雑誌 

看護教員の力量形成に影響を与える

要因および進学希望に影響を与える

要因を明らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

東海4県の看護師・准看護

師教育に携わっている専門

学校の看護教員／390名 

江崎 

(1998) 

看護教員の能力・資質形

成の契機 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の能力・資質形の契機とそ

れらの契機に生じた変化を明らかに

する 

量的・質的／質問紙

調査／記述統計・自

由記載のキーワード

を内容ごとに分類 

全国の看護基礎教育機関

(大学・短期大学・看護専門

学校)の教員／310名 

6）看護教員のキャリアに関連する概念 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

田中 

(2017) 

看護専門学校教員にお

ける職業キャリア成熟

の構造 

富山大学看護

学会誌 

看護専門学校教員個人の内面的要因

を加えた半構成的面接調査により、

職業キャリア成熟の構造を明らかに

する 

質的／半構成的面接

／修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプ

ローチ 

A 県内の看護専門学校に勤

務する看護教員で、離職願

望のないと思われる者／8

名 

山澄ら 

(2005) 

看護専門学校に所属す

る教員の職業経験の概

念化 

日本看護学教

育学会誌 

看護専門学校に所属する教員の職業

経験を表す概念を創出することによ

り、その総体を明らかにし、職業経

験の特徴について考察する 

質的／半構造化面接

／看護概念創出法 

看護専門学校に所属する就

業年数4年以上の教員／22

名 

 

表1-3 文献一覧（つづき） 

5）看護教員の力量、能力 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

田中 

(2016) 

経験の語りにみる熟達

看護教員の力量形成過

程 

日本看護学教

育学会誌 

熟達看護教員はどのような経験を重

ね、どのように自らの教員としての

力量形成をしているのか、その過程

を明らかにする 

質的／半構成的面接

／修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプ

ローチ 

看護系大学、短期大学、看

護専門学校、5 年一貫看護

師養成課程の熟達看護教員

（面接時の教員経験が 10

年以上の者）／11名 

大津ら 

(2006) 

看護教員の力量形成に

影響を与える要因分析 

日本看護医療

学会雑誌 

看護教員の力量形成に影響を与える

要因および進学希望に影響を与える

要因を明らかにする 

量的／自記式質問紙

調査／推測統計 

東海4県の看護師・准看護

師教育に携わっている専門

学校の看護教員／390名 

江崎 

(1998) 

看護教員の能力・資質形

成の契機 

日本看護学教

育学会誌 

看護教員の能力・資質形の契機とそ

れらの契機に生じた変化を明らかに

する 

量的・質的／質問紙

調査／記述統計・自

由記載のキーワード

を内容ごとに分類 

全国の看護基礎教育機関

(大学・短期大学・看護専門

学校)の教員／310名 

6）看護教員のキャリアに関連する概念 

著者 

(発行年) 
タイトル 掲載誌 目的 

研究方法(デザイン/

データ収集/分析) 
研究対象者/対象者数 

田中 

(2017) 

看護専門学校教員にお

ける職業キャリア成熟

の構造 

富山大学看護

学会誌 

看護専門学校教員個人の内面的要因

を加えた半構成的面接調査により、

職業キャリア成熟の構造を明らかに

する 

質的／半構成的面接

／修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプ

ローチ 

A 県内の看護専門学校に勤

務する看護教員で、離職願

望のないと思われる者／8

名 

山澄ら 

(2005) 

看護専門学校に所属す

る教員の職業経験の概

念化 

日本看護学教

育学会誌 

看護専門学校に所属する教員の職業

経験を表す概念を創出することによ

り、その総体を明らかにし、職業経

験の特徴について考察する 

質的／半構造化面接

／看護概念創出法 

看護専門学校に所属する就

業年数4年以上の教員／22

名 

 

6）看護教員のキャリアに関連する概念（表6）

山澄ら(2005)は、看護専門学校に所属する看護教員

の職業経験を説明する7つの概念を創出していた。その

内容は、【教育目標達成のための経験の伝承と活用】、【教

員間協同による教育活動適正化】、【看護職養成教育への

理解進展による教育活動の個別化と専門学校教育の限界

への直面】、【目標達成困難の査定による教育内容補完と

目標水準低減化】、【学的基盤脆弱さの自覚と克服への試

み】、【教員経験累積に伴う役割拡大による充実感と不全

感の知覚】、【人事異動による教育職への就任と教育職へ

の専心困難】であった。

田中ら(2017)は、看護専門学校の看護教員の職業キャ

リア成熟の経時的な構造を明らかにしており、その構造

は、【教員キャリアの準備状態】、【看護師から教員への役

割移行】、【教員の職務と取り組み】、【職場環境の良・不

良】、【教員としての成長・発達】、【キャリアに対する展

望】というカテゴリーであった。

表 5　看護教員の力量、 能力

表 6　看護教員のキャリアに関連する概念
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Ⅳ 考察
1．看護専門学校の看護教員のキャリアに関する文

献の概要

看護専門学校の看護教員のキャリアに関する論文は、

雑誌の特集や講演集としては発表されているが、研究

論文としてまとめられているものは少なかった。また、

2000年以降は、看護教員の経験に焦点を当てた研究が増

え、半構成的面接や記録の内容分析などの質的研究手法

が用いられていた。これは、看護分野で質的研究による

論文発表の増加の時期と重なる(関島ら,2005)。一方、

看護専門学校の看護教員に関する全国規模の調査研究

は、昭和61 ～ 63年の調査(稲岡ら,1994：濱田ら,1994：

濱田ら,1989)以降は見られない。近年、看護系大学だけ

でなく看護師養成所学校全体が増加し、看護教員数も増

加している(日本看護協会,2017a)ことから、看護専門

学校の看護教員のキャリアの基礎資料として、動向を把

握する必要があると考える。

2．看護専門学校の看護教員のキャリアについて

キャリアを‘職業経験を通して職業能力を蓄積してい

く過程’と捉え、看護教員の職業継続と職業能力の観点

から考察する。

1）看護教員の職業継続の状況と課題

看護専門学校の看護教員のキャリアの準備段階は、看

護教員の要件の一つでもある講習会の受講がある。しか

し、講習会の受講時には、すでに看護教員として勤務を経

験している者が約20～ 30％いた。看護専門学校の看護教

員は、講習会受講の有無に関係なく「入職後すぐに一人前

の教員としての実践が求められる」(厚労省,2010)とい

う現状が指摘されており、一定数の看護教員がその準備

教育を受けずに職業キャリアを歩み始めている。大学教

員の場合は、講習会受講は教員の要件に入っていないが、

その多くが教育能力を育成する助手の期間を経ており、

職業キャリアの出発の仕方に違いがある。

また、職業継続意思のある看護教員は半数を下回って

おり、病院看護師の約80％ (撫養ら,2014)に比べて少

ない。看護教員の職業継続意思には、外的キャリアより

も内的キャリアが影響していたが、講習会は、その受講

の動機や受講者の背景から、必ずしも看護教員としての

キャリアの初期段階とはいえず、看護教員としてのアイ

デンティティ形成がされにくいことに影響を与えている

と考えられる。

次に、看護教員のバーンアウト率は学校の種類を問わ

ず類似職種に比べ低かったが、看護専門学校の看護教員

は、短期大学や大学の看護教員よりバーンアウト率が高

かった。その要因として、基本的生活習慣や態度・行動

の育成を看護教育のなかで重視し実践していることや、

学生の生活指導やクラス管理・運営など教育活動以外が

多いことなどがあった。このような教育活動以外の仕事

が多いことは、教育・研究が重視される大学教員との大

きな違いであり、このような違いが、バーンアウトに影

響していることが考えられる。

2）看護教員の職業能力の状況と課題

看護教員の力量や能力には、教員経験年数が長いこ

と、専任教員より教務主任であることが有意に影響を与

えていた。看護専門学校の看護教員の職業能力は、教育

活動や学生への生活指導、管理・運営が主である。看護

教員としての準備教育が必ずしも十分とは云えないこと

から、これらの能力は、経験の積み重ねにより培われて

いることが推測される。また、「今後の看護教員のあり

方に関する検討会報告書」(厚労省,2010)では、看護教

員には看護実践能力と教育実践能力が求められ、両方の

能力のバランスが重要とされている。しかし、看護教員

のキャリアにおいて、教員を続けながら、教育実践能力

とのバランスを取りつつ看護実践能力を維持・向上して

いくための取り組みは十分ではないと考える。このこと

は、看護専門学校だけでなく、大学も含めた看護教員全

体の課題と考えられる。

3）看護教員としてのキャリア

看護専門学校の看護教員のキャリアについて、文献の

中には看護師のキャリアの一部という見解もあった。確

かに、看護教員のキャリアで得る能力は、現任教育や看

護管理に活かすことができるため、看護師のキャリアの

一部として捉えることができる。しかし、看護専門学校

の看護教員の役割は、看護学生が看護実践能力を獲得す

ると共に、専門職者としての態度を身につけるよう支援

することである。そのために、看護実践能力と教育実践

能力が求められるため、看護教員としての経験の積み重

ねが必要である。

また、看護教員の職業継続には内的キャリアが影響し

ていることから、「職業経験を通して職業能力を蓄積し

ている過程」をどのような意識で経験していくかが重要

と考える。

これらのことから、看護教員のキャリアは、看護師の

キャリアの一部として捉えるのではなく、看護師と教

員の両方の視点を持つ、看護師とは異なるキャリアと

して捉える必要性があると考える。そのため、看護教員

のキャリアに関する研究において、看護師と教員の視点

と、両方の実践能力が求められるという特性を前提にす

ることが重要である。

Ⅴ まとめ
看護専門学校の看護教員のキャリアに関して、以下の

ことが明らかにされていた。

1）看護教員のキャリアに関して論文としてまとめられ

ているものは少ない。また、近年、質的研究が増えてお

り、全国規模の調査研究は行われていない。

2）看護専門学校の看護教員の準備教育の一つである専

任教員養成講習会を受講せずに看護教員になっている者

や、受講しても看護教員にならない者もいる。新人看護
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教員については、メンタリングなどの支援や職能成長へ

の影響が明らかにされていた。

3）看護教員のバーンアウト率は類似職種に比べ低かっ

たが、看護専門学校の看護教員は、短期大学や大学の看

護教員より高かった。看護専門学校の看護教員は、教育

活動以外の仕事が多いことなどがバーンアウトに影響し

ていた。また、職業継続意思のある看護教員は、病院看

護師に比べて少なかった。

4）看護教員の力量形成過程と、職業キャリア成熟の構造

について明らかにされていた。

看護専門学校の看護教員は、看護師とは異なるキャリ

アと捉えることが必要であり、看護師と教員の両方の視

点が求められるという看護教員の特性を踏まえた研究が

必要である。今回、看護専門学校の看護教員を対象とし

てキャリアについて文献検討を行ったが、今後は、大学

の看護教員のキャリアについても整理し、その共通性や

相異性を検討していくことが必要である。
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